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i梨大学マ ントリンクラフ部長

小  林   誠 一 演F

本 l,静 岡県民会nlに於いて, 3“‖ |の静岡演突会を無■1用催するに至りました。つきましてtま,

私進,111梨大学 マンドリンクラフに御lr/情をお寄せ 下さる持様力に心から感謝の意をj企べさせて戴

きます。

私辻は,旭 去数Ⅲlにゎたり各地に於いて, このような減案公を椛 して来ました。その 町,各 人が
十_ク ル活動のいての地方洪奏会の意差をそれそれが,こ宮め 村  杯 のJJ4カを馬ねてまいりました。
またまだ木隷な私達て|まあります力ヽ 持い情勲と意気込みを少しても御理解いただければ大変うれ

しく思います。尚, 今後とも111梨大学マ ンドリンクラフヘの御支援と,御 批判をお願い致します。
験後に,私 達の タラフに有!日頃,献 身的な御指導及び御協力して 下さる飯島|ヨ男先生,比 留間き

ぬ子先生はじめ話先生方及び演奏会開lFに多大な御協力をlltきました大学、高校の指僚,ま た 関

係各科1に対 して深く御“い||し|げます。

0静 岡演奏会に寄せて0

J梨大学マンドリンクラフ顧閉

牧   野      洋
(Ⅲ半部lllJ教授)

1昨r盆地に|卜もようにな て lrl:かしてから分 た ことである力i11に ,Hまれた|1梨県に青 た

人jrはlrrに対して悔かれを持 て いる。ある人は れ を児ないと旅行をした気がしないJと ,争 た 。
静岡はH梨 からも と も近いれである。その静Fflに対する〉何がしかの障がれと,何 がしかの親

近感とによ て ,マ ンドリンクラフの静岡演奏会は毎年行なわれるょうにな た 。たとえ身延緑が
いかにオンボロ列中であろうとも,他 が歳新幹線になりす身延線たけが取り吸されようとも,こ の

演奏会は続けられていくことであろう。
Jl待を乗せてい た ローカルVllⅢ力ヽ 1,,に は満|せ感を乗せて,材 て 来て欲しいものである。
怖 /111H容会の成功々祈る。

手エギター専門店
楽 器 店
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冊岩社プ ログラム 淵H 滞!

Ouvettr in Fis moll,Ⅲ…… … ……………………… … …… … …………………K.W01ki

(序曲宴へ短調)

交 客 詩  ｀北 表 、 …………………………………………………… 鈴 木 静 一

C o n d u c t o r 玉上 俊 司

La Musica Notturna delle Smde di Mad記  ‐  … ・・ …… … ‐…  L. 8occherini

(マドリッドの夜の音楽)

Ko■zert in C Dur

ftr Solo Mandolin und Zupforchester… ………… … ……… A.Vivaldi

(ツ,マ ンドリンと弦楽の為の協奏曲ハ長調)

第 1楽章 A■ egrO

第 2楽 章 Largo

第 3楽 章 Allegro

M a n d o l i n  s o l i s t 小倉 一 夫

C o n d u c t o r 玉上 俊 司

La Pesarese <Ouverture>・ …… …  …・…………………… … …・… G.Filippa

(ラ・ペザL/―ゼ)

ArmOr <Crand Fantaisie Concert>・ ・… … ……… … …… … … … …H.Bert

(ア 71/t― ル )

A n t i c o  e  M o d e m o  くS i n f o n i a >  ・……………………………………G. M a n e n t e

(今 と き)

C o n d u c t o r 飯島 日 男



曲 目 解 説

序 曲  嬰 へ 短 題

hdante翌 モnutOの序奏の最初は, マンドラとマンドチェrによるドイツ的な,重 くどっしりした旋
律で曲は始まります。それを受けて l Stマンドリンが高音部の音でやさしく歌い,さ らに 2ndマ ンドリ
ンがオクタープ下の音で受けて奏します。 そのあと,cr範 し高場してから再び静かに前の主題を変奏
し,ア レグ,に入ります。Allegroは序秦の三題が展開され,グ イナミックに曲は進行してゆきます。ド
イツ人の堅牢堅固な国民性を象徴している曲です。

交 事 詩
｀
北 夷 、

灰色の霧が意地悪く】ヒ海道の天地を蕨いほしている中を汽車がノロノロ走り出す。マンドリンの割 り切
れない不協和音の霧の描写から始まり, ｀しづく、を思わせるギグーの点満が僅かに単調を破る。霧は薄
れかけてはまた漢くなる。そのうちいつとはなく汽車の速度が速くなり,霧 も薄れて来た。速くなる汽車
一薄れる霧。曲の中では,作 者の】し海道に対し抱いていたイメージである 追`分、のそテイプが大きく影
らむ。晴れる,晴 れる,い とゎしい霧から脱出だ ′ 曲 は雄大て原始的な】ヒ夷の魅態に窓かれた男の喜び
をこの第1主題で歌い,やがて静かになる。ギグーの単調なリズムの中を第2=題 が Oboeに よ り奏され
る。衰滅の一途を辿る原住民の哀歓を物語る。これは発展し,展 開して追分風のモテイフを 引き出し,大
和民族の侵入による原住民の悲劇を歌いあげ 曲 は再び静かになる。マンドラがすぐ第 1主題を奏し,こ
れと追分のモテイフ

'が
互いに呼び交し,第 1三題の復帰を暗示しつつ急迫し,極 点で第 1主題が】ヒ夷の大

自然讃歌として歌いあげられ 】し夷に憑がれた男の歓喜をカー杯絶叫し,こ の楽詩は終る。

マ ドリッドの夜の音楽
この曲は原曲の弦楽5電 奏の主題を,こ の 「マ ドリッドの夜の苦楽Jの 主醸として使い,そ れを変奏さ

せたものである。
Maestso 4分の2拍 子は,最 初ギグーが二題の旋律を静かに奏す。途中からl Stマンドリンの優雅なオ

んk多年ふ翼む々浴岳盆身声品;皆私子歩とる偽弓星罵嘉揚遥翌諒課をなく子鰍 :レF子9暦繊て
てなお変奏を続け,再びギ″―によって主題が復帰した後,軽ろやかなリズムにのって最終変奏曲を奏す。
曲はゆっくり,消 える様に終る。

この曲は,前 述の様に主題と変奏である。巧みな変奏と美しいオブリガートが聞きどころである。

ソロマン ドリンと弦楽の為の協奏山 ハ 長調
この曲は,ブ ィブア/t/ディのもう1つ のマンドリン協奏曲, 2つ のマンドリンと弦楽の為の協奏曲 卜長

調と並び, プレクトラム音楽に於けるパロックものとしてよく取り採げられる。潤沢な音の書きを関かせ

てくれる点では 他 の出に引けをとらない。イタリアパロックの明るさも持っている。

第1楽 章 Allegro 4分 の4拍 子
第2楽 章 Largo 4分 の4拍 子
第3楽 章 Allegro 4分 の2拍 子

ラ ・ベザ レーゼ

今世紀初頭のイタ リアの作曲家 ジ ユゼッペ ・フィリッパは 「町の祭典J「 山国の婚礼」を書いたブィ

ットリオ ・フィリツパの父親で,本 曲の他に '械びし国J「 四旬節の謝肉祭J「 依える小烏J「 優 しき追

憶」等の佳曲を書いている。
ペザンーゼとは 「ペザrの 町の人 J々或 いは 「ペザr気 質Jと 言う様な意味である。ペザ,は ,ア ドリ

ア海に面したイタ リアの町で歌劇 「セピリアの理髪師J「 ウィリアムテ′レ」等で著名な作曲家ロッンーニ

の生地である。ペザロ市民は,こ の事を誇りとし ペ ザロ気質というものを大切にしている。作者は,之

に欲意を表 して作出し,ベ ザロの町に捧げた。従 って本曲にはロッシー■の歌団 「セ ミラミーデ」の一節

を思わせる箇所が随所に現われる。1899年に発表された。

ア ル モ ー ル

ブルターニュの朝～ヤンの舟唄～乗合馬車～牧歌 ・ヤンの,マ ンス～雷雨～終曲の6つ の部分から成る

幻想曲です。

今   と   昔

作曲者ジヨゼッペ・マネンテは1867年イタリアはモルユーネの生まれである。彼の作品は演奏会でよく

演奏され,人 々に熱慶されている。本曲は1896年頃の作品である。
前半のAndanteは ,美 しい旋律と潤沢な和音の闘きどころである。 Cantabilcで l s1 2 ndマ ンドリ

ンが悠々と歌う部分は,書 の回思の部分ではないかと思わせる。
後半のAllegtt Brilianteは, l stマンドリンの奪やかな旋律が独走し, 後 になって低音部パートも巾

をきかせる。 敏 韓 nuto Crandi― Allegro VivKlと経過して曲は終る。
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東京比詔HIマントリシ古4院

比 留 間  き ぬ 子

年一,1/('」木から行なゎれる!11梨大半 マシトリンタラフの小生!11の合併は私の 年 の中の大きな
楽しみの一つである。手紙に弱い私はつねづね便りもせぬのに′(アJのナ町を聞くとlrとなくクラフか
らの知らせを心待ちしている11分に気がつく。ク=テフとの交流はitて私の愛弟子として活解し,今
なお音楽への情熱と意慾を燃し続けて,iられる飯島1日男氏あることに始まり現在に4)て いる。
私はこの御縁をいつまでも大切にしたいと思.、ている。樹木のみど りの中に広いお子の隅々まで

解放されて 十:J間を過すみんなの素|卜にして熱心な合何を蛇ているとうらやましい。きびしい練樹
の一lRの中に・:度の楽しい食事がある。男子女子の食当番さんが心こめて供してくれる献立て,ま実
に美味しい。心にジーンとくるものがある。11し奈りいい気にな ,ていると思いかけないグテモ ′
が現ゎれるオソレもあるが …… それもまた現実雄れしたお化け大会と共にこのクラプの特産物ら
しい。定演に向ゎてひたむきなみんなの練背態度を蛇ていると合脩は斯くありたいと,東 京 ・関F4
の学生達にもいつも語りⅢとしている。甲晴から締岡への進出Ⅲも地元と只なる緊張がIjのため芸の
ためて言ばしい一欣の前進てある。

ますますクラプの健やかな発展を心から期待すると共に,本 夕御来聴 ドさいました告様方にも何
卒此のクラフを限りない深い愛情と距解の情をも )て木水く児

′
tr iてJitすて ドきるよう希う次第で

ある。

◇ 紹 介 ◇

飯 島 国 男 先 生

マンドリンを比留間きぬ子,ヴ フイオ,シ及びウィオラを梅井rこ弘,■ ェ●を中島九 指障を
沖不可止に師事。

昭和郷年に飯島マンドリン四重奏団を結成されてより,梵 H々こ飯島弦英四重奏団を結成,30年
にNHKオ ーディンョンに合格,32年 に山梨県全域の音楽団体を統合,横 の連結機関として山梨
音楽文化運盟を結成され,理 事長に就に,又 ,そ の他映耐十言葉やオベラ 子 市奈  ‐鷹の泉!等
の編曲並びに指揮を担当されておられます。
比留問マンドリシアシ■'ンフルの客員として|テブオ, テレビ, レヨード告に活路!していました

が,現 在は山梨県下のフレクト'テム音楽普及並びに指導に'ミカしておられます。

(日本マ ントリシ速憾関東支部委員 11本家楽指導者協会々員)

烈



一 部 員 紹 介 ―

常任指揮者 飯  島  国  男

」こ指 擦 者 工 上 俊 司

副 指 揮 者 石 サ1   車

C c n ∝r t  M a s t e r 小倉 一 夫

部 長  小  林  誠 一R[

副部長 飯  島    徹

志 村 永 子

18t M■ ■d。1la

◎小 倉 一 夫 (和款山 。工3)

後 藤  正  彰 (静岡 ・工4)

日 副  直  樹 (熊本 ・工4)

佐 野  ひ ろみ (山梨 ・教 4)

田 島  愛  江 (山梨 ・教4)

斎 藤  陥  子 (山梨 ・教 3)

新 椅 彦  貝」(沖禅 ・工2)

竹 内    章 (静岡 ・工2)

藤 本    均 (東京 ・工 2)

秋 山  明  美 (山梨 ・教 2)

鈴 木  美  里 (山梨 ・教 2)

三 浦  一  美 (山梨 ・教 2)

H ad Mandolta

◎長 島    進 (千葉 。工3)

岩 田  直  行 (二重 ・工4)

付 引  英 夫 (島根 ・工4)

経 田  清  子 (山梨 ・教4)

風 間  美 恵子 (山梨・教 3)

石 川    卓 (愛姪 ・工2)

田 牧 Ji二 (神奈川 。こE2)

日 向  菊  夫 (山梨 ・工2)

宮 沢  伸  沿 (山梨 。工 2)

深 沢  京  子 (山梨 ・教2)

理 月  政  子 (山梨 ・教 2)

加 藤  登 志夫 (埼玉 。工 1)

神 崎  兼  次 (山口 ・工 1)

坂 牧  久  哉 (静岡 ・工 1)

,雨  宮  壱 志子 (山梨 ・教 1)

今 泉  芙 英子 (山梨 ・数 1)

金 丸  恭  子 (山梨 ・教 1)

小 林  和  美 (山梨 ・教 1)

小 林  裕  子 (山梨 ・教 1)

朝比奈 恵  美 (山梨 ・教 1)

古 屋  志 津子 (山梨 ・教 1)

Ma■ dO,a

O藤  井  清  孝 (兵庫 ・工3)

猪 早  通  郎 (京都 ・工4)

広 谷  耕  作 (石川 ・工 4)

水 野  博  文 (愛知 ・工4)

山 本  真 佐子 (山梨 ・教 3)

坂 田  久  行 (藤本 ・工2)

大 竹  ま すみ (山梨 ・工 2)

Mandc Cello

⑥阪 島    欲 (島根 ・工3)

鈴 木  時  治 (静岡 ・王 4)

笠 原 俊 男 伸際 テ| | ・工 4 )

小 島  昭  一 (慶知 ・工2)

C t i l a r

⑥近 藤    勉 C知 ・工3)

①鈴 木  康  仁 (静岡 ・工 3)

池 上 清 書 ( 大阪 ・工 4 )

小 野  隆  光 (静岡 ・教 4)

河 野  多 鶴子 (山梨 ・数 4)

市 村  智  子 (山梨 ・教 3)

今 井  士  枝 (山梨 ・教 3)

志 村  永  子 (山梨 ・教 3)

成 島  香 代子 (山梨 ・教 3)

斎 藤    博 (千葉 ・工2)

宮 地  信  雄 (静岡 ・工 2)

井 上  照  夫 (山梨 ・数 2)

坂 本  弥  生 (山梨 ・教 2)

河 西 邦 人 ( は1 梨・工 1 )

斎 藤 充 弘 ( 神奈チ1 1 ・工 1 )

中 西  照  夫 (東京 ・工 1)

小 林  千  書 (長野 ・教 1)

小 松  昌  子 (山梨 ・教 1)

鈴 木  田 田子 (山梨 ・教 1)

Co■ traba● ●

◎小 林  誠 一郎 (東京 ・工 3)

波多野   至 (島根 ・工 1)

PCrCu8816n ingtmment

◎小 松 一 博 (兵庫 ・工 4)

日 向 菊 夫 ( 山梨 ・工 2 )

玉 _L 俊 司 (神奈川 ・工 3)

河 西  邦  人 (山梨 ・工 1)

F:ute

⑥山 本    隆 (山梨 ・教 3)

西 沢    招 (愛知 ・工 4)

三 井  香 代子 (山梨 ・数 1)

OLcc

=相  沢  和  夫 (山梨 ・工 4)

Clarinet

キ相 羽    jt8(静 岡 ・教 2)

PaggOt

■梶 村  英  樹 (島根 ・工 2)

(本営露楽団より貸助)

以上 73名

0 各 パート首席奏者

○ 次 席奏者


